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by臼

で な
い
1
9
4
5

ベ
工
場
の
広
場

て
い
た
。
は
る

と掲
を
立
て
、
実
行
し
て
い
ま
と
」
と
返
さ
れ
た
体
験
を
．
g
l

ま
す
か
？
投
稿
し
た
、
え
り
り
ん
さ

u
n

゜

万
。
●
●
プ
ー
ル
の
更
衣
室
で
ん
。
ア
イ
ス
メ
さ
ん
か
ら
u
J
y

o
u
c
o
 

」
体
調
の
悪
そ
う
な
人
に
声
応
援
の
言
葉
が
届
い
て
い
d
i

.
I

子
を
か
け
た
ら
「
い
ら
ん
こ
ま
す
。
(
S
)
p
l
h
叩

.
J
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3

年
ぶ
り
に
各
坤
で
夜
市
や
花
火
大
会
i
叩
h
i
r

i
の
「
復
活
」
も
み
ら
れ
る
こ
の
夏
。
ヤ
ン
i
e
@c

o
 

一
落
で
も
夏
の
お
祭
り
「
夏
休
み
イ
ラ
ス
ト
一
h
i
m
u
n
g

]
特
集
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
夏
祭
り
を
一
w

b
y

一
覧
で
楽
し
む
様
子
や
家
族
で
バ
ー
ベ
キ
―WV
W
e

·
ら
｝

ュ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
な
ど
何
で
も
オ
一
レ

―
ッ
ケ
ー
‘
待
っ
て
ま
すI．
一
か
一

一
ー
．
締
め
切
り
は
2
0日
（
必
着
）
。
全
応
募[
P
C駆

i
る
作
品
を
2
5
S
3
1
日
（
土
日
は
休
み
）
へ
松

冨
山
市
大
手
町1
丁
目
の
愛
媛
新
聞
社
1

階
[

i
り
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は

9
~

i
切
：
の
月
上
旬
に
本
紙
上
で
発
表
し
ま
す
。
｛

一
締
【
テ
ー
マ
】
自
由
。
未
発
表
に
限
る
。
[

【
サ
イ
ズ
】
B
5

判
(
2
6
丑
ンX
1
8
芍
）
。
i

一
集
一
募
道
具
は
絵
の
具
な
ど
自
由
°
·

・
ト
【
送
リ
方
】
作
品
の
裏
に
郵
便
番
号
、

9

一
ス
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
学
年
、
ペ

＂
ン
ネ
ー
ム
（
本
名
で
な
い
も
の
）
、
電
話
番

i
―
つ

＂
イ―
み
号
を
明
記
。
送
り
先
は
、
郵
便
誉
百

7
9

i
休
0
|
8
5
1
1

（
住
所
不
要
）
、
生
活
文
化

」
夏
部
ヤ
ン
落
係
「
夏
休
み
イ
ラ
ス
ト
特
集
」
。

~
【
賞
】
中
学
生
以
上
、
小
学
生
以
下
の

i

2

部
で
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
、
優
秀
、
佳
作
~

i
を
選
び
、
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
。
応
募
作
．

]
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
愛
媛
新
聞
デ
ー
タ
一

ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
、
一
般
に
提
示
・
提
供
一

一
す
る
ほ
か
、
愛
媛
新
聞
社
の
各
種
媒
体
で
~

｛
活
用
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。
~

••1 

................................... .
 

............ 
符
た

康
乃
(
9
2
)

（
自
営
業
）

........... 

舜
輝
（
認
）
1
1
西
条
市
・
女
子
1
1

「Web版・ヤン落」
ス
マ
ホ
・

携
帯
サ
イ
ト

ヨ
ど
工
逗
襄
←

L 

「f
[
Q
た

-
—
が
っ

口
学
か

―
-
m
'分

一
庸

一
宇
宙
は
1
3
8

億
年
前

一
に
誕
生
し
て
以
来
、
ず
っA

加
速
膨
張
に
は
引

と
膨
張
を
続
け
て
い
ま
力
を
上
回
る
「
斥
力
（
せ

す
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
き
り
ょ
く
）
」
、
つ
ま
り

一一
ー
ド
は
ど
ん
ど
ん
速
く
な
物
体
同
士
が
互
い
に
逮
ざ

一
っ
て
い
ま
す
。
け
合
う
力
が
必
要
で
す
。

-
Q
加
速
し
て
い
る
の
巨
大
な
斥
力
を
生
み
出
す

一
？
・
＇
未
知
の
存
在
は
「
暗
黒
工

A
は
い
。
以
前
は
徐
ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
、

々
に
減
速
し
て
い
る
と
考
こ
れ
が
宇
宙
に
満
ち
て
い

_ 
ー
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
る
こ
と
が
加
速
の
要
因
と

ー
か
し
米
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇

ー
リ
ア
の
二
つ
の
研
究
チ
ー
宙
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

l

ム
が1
9
9
8

年
、
星
が
占
め
る
割
合
は
、
通
常
の

寿
命
の
最
後
に
大
爆
発
を
．
物
質
と
暗
黒
物
質
を
合
わ

起
こ
す
超
新
星
の
明
る
さ
せ
て
3
0％
程
度
な
の
に
対

一Lｷ ー
ー
ー
ー
ー

1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1

ー
ー
ー

1

i

l

i
ー

L

？
・ を

そ
れ
ぞ
れ
観
測
し
た
と

こ
ろ
、
超
新
星
は
予
測
よ

リ
速
く
遠
ざ
か
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

膨
張
が
加
速
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
観
測
結
果
で

す
。Q

 
な
ぜ
加
速
す
る
の

暗黒エネルギー l 宇宙膨張加速するカ

おんまく花火

上
が
る
炎
を
見
た
。
皆
口
母
、
父
母
、
幼
い
弟

2

人
な
い
」
と
呼
び
か
け
、
全

々
に
「
ど
こ
だ
ろ
う
ね
」
が
無
事
な
の
か
、
知
る
す
員
飛
び
出
し
て
一
目
散
に

と
心
配
顔
。
翌
朝
、
松
山
べ
も
な
か
っ
た
。
．
走
っ
た
。
気
が
付
け
ば
、

大
空
襲
だ
っ
た
と
聞
き
、
◇
後
で
聞
い
た
話
だ
石
手
川
の
河
原
に
た
た
ず

驚
き
と
悲
し
み
に
打
ち
ひ
が
、
あ
の
日
、
空
襲
警
報
ん
で
い
た
と
い
う
。
も
っ

し
が
れ
た
。
先
祖
代
々
築
発
令
で
家
族
は
防
空
壕
と
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ

き
上
げ
た
松
山
市
花
園
町
(
(
'
J

rつ
）
に
入
っ
て
い
た
。

の
店
と
た
く
さ
ん
の
商
品
父
が
大
き
な
声
で
「
皆
出

も
広
島
、
長
崎
の
原
爆
の

被
害
も
防
げ
た
は
ず
な
の

こ
。

•9 

◇
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
戦
争
の
様
子
が
テ
レ

ビ
で
映
る
た
び
、
9
5
歳
の

暗黒エネルギーを観測する

ユークリッド衛星のイメー

ジ (ES A提供）

3

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今
治
市
の

「
お
ん
ま
く
花
火
」
を
撮
影
し
ま
し
た
。

約
1

万
発
の
花
火
が
夜
空
を
飾
リ
ま
し

た
。

贅
用
ガ
必
要
と
言
わ
れ
て
を
昭
和
を
生
き
給
彰
二
閃
岡
し
た
厄
屋
に
竺
た
と
房

E
1
吊
に
麗

い
る
。
人
と
国
を
破
壊
す
を
経
験
し
た
私
は
知
っ
て
i
と
＇
西
原
燦
の
日
に
、
謝
し
、
一
一
度
と
悲
劇
を
繰

る
兵
器
弾
薬
が
「
支
援
」
い
る
。
終
戦
日
を
迎
え
、
一

8
＝
松
山
で
花
火
り
返
さ
な
い
と
誓
つ
気
持

と
い
う
名
目
で
次
々
に
補
戦
争
を
し
な
い
指
導
者
を
一
希
巾
市
大
会
を
開
催
ち
が
あ
れ
ば
、
花
火
は
楽
し

r
 

給
さ
れ
て
い
る
。
選
ぶ
こ
と
が
い
か
に
大
切
一
火
記
す
る
こ
と
へ
い
風
物
詩
喜
も
に
「
希
望

◇
死
に
ゆ
く
人
を
な
く
か
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
芹

2

の
翠
義
に
首
と
反
戟
の
象
徴
」
に
な
る
よ

し
、
祖
国
の
破
域
を
止
め
た
。
私
は

8
7歳
。
息
絶
え
，
肯
で
き
な
く
う
な
気
が
す
る
。
6

日
、9

歪
た
め
、
私
は
両
国
の
指
る
ま
で
叫
び
た
い
。
「
絶
も
な
い
。
犠
牲
者
の
鎮
魂
日
、
1
5
日
の
節
目
の
日
の

導
者
に
言
い
た
い
。
即
刻
、
対
に
戦
争
を
し
な
い
指
導
を
願
い
、
厳
粛
な
祈
リ
の
花
火
に
最
も
肝
要
な
の

ど
ん
な
苦
し
い
条
件
で
あ
者
を
選
ぶ
よ
う
に
」
と
。
最
中
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
は
、
平
和
を
願
つ
心
の
在
リ

ろ
う
と
も
戟
登
乞
や
め
る
こ
れ
が
か
つ
て
戦
争
に
命
華
や
か
な
花
火
へ
の
瑯
和
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

べ
き
だ
と
。
そ
し
て
粘
リ
を
さ
さ
げ
た
人
を
含
む
一
感
は
確
か
に
一
理
あ
る
だ
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

雙
交
渉
す
る
べ
き
だ
「
昭
和
の
遺
言
」
で
あ
る
。
云
＜
つ
。
.
.

............. 
;•…•••••; 

.. : ........ 

と
。
交
渉
で
行
き
場
を
失
（
無
職
)
]
◇
広
島
県
尾
道
市
出
身
]
疇
直

Ig
ga曰
．
[

．
の
映
画
監
督
、
大
林
宣
彦
．
◇
「
門
」

4
0
0
字
稗
・

一
さ
ん
は
「
こ
の
空
の
花
長
i
度
。
瞬
名
不
可
◇
宛
先

一
岡
花
火
物
語
」
な
ど
を
通
こ
は
郵
便
番
号

7
9
0
1
]

じ
て
、2
年
前
に
亡
く
な-
8
5
1
1、
愛
媛
新
聞
i

る
ま
で
命
懸
け
で
非
悶
・
社
生
活
文
化
部
投
稿
係
一

訴
え
続
け
た
。
山
下
清
画
「
門
」
、
フ
ァ
ク
ス
0
8
i

9
9
3
5
)
6
6
1

i
 

3
、

E
メ
ー
ル
t
o
k
o
@

―

伯
は
名
画
「
長
岡
の
花
火
」
、

:
 
e
him
e

ー
n
p
.
c
o
.
j
p
:
 

を
描
き
「
世
界
中
の
爆
弾
~

が
花
火
に
変
わ
っ
た
ら
‘
◇
掲
載
分
は
愛
媛
新
一

世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
一

る
の
に
な
」
と
い
う
金
言
積
し
ま
す
。
―

し
、
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

約
7
0％
を
占
め
て
い
る
と

み
ら
れ
ま
す
。

Q
正
体
不
明
な
の
？

A
「
宇
宙
最
大
の
謎
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
通
常
の

物
質
と
は
性
質
が
全
く
遵

い
ま
す
。
例
え
ば
、
膨
張

に
よ
っ
て
宇
宙
の
体
積
が

.
2

倍
に
な
る
と
、
通
常
の

物
質
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
が
半
分
に
な
り
ま
す

(
7日
撮
影
）

ー
—
ー
ー
ー

1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
J

一

が
、
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

密
度
は
変
わ
ら
な
い
と
す
器
研
究
機
構
の
郡
和
範
准

る
説
が
有
力
で
す
。
教
授
は
「
な
ぜ
こ
ん
な
に

Q
謎
だ
ら
け
だ
ね
。
小
さ
い
の
か
説
明
す
る
に
一

A
分
か
ら
な
い
こ
と
は
新
し
い
哩
論
が
必
要
に
一

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
．
一

一

宇
宙
を
観
測
し
た
デ
ー
タ
Q
解
明
に
向
け
た
取

か
ら
導
き
出
し
た
暗
黒
エ
リ
組
み
は
？

ネ
ル
ギ
ー
の
密
度
は
、
理
A
欧
州
宇
宙
機
関
＿

論
的
に
予
想
し
た
値
よ
り
』
(
E
S
A
)
は
来
年
、
新
＿

約
6
0桁
も
小
さ
い
と
い
う
た
な
宇
宙
望
遠
鏡
「
ユ
ー
一

計
算
結
果
が
出
て
い
ま
ク
リ
ッ
ド
」
を
打
ち
上
げ
l一

る
計
画
で
す
。
宇
宙
が
加

速
膨
張
し
て
い
る
理
由

r


と
、
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

性
質
の
理
解
を
目
的
と
し
一

て
い
ま
す
。

八
木
曜
日
に
褐
載
＞

越
智

今
治
市
辻
堂2
丁
目

幽
ー
眼
傷
眼文

昭

咬逃
と甲示

．＜参考図＞ 日
本
棋
院
関
四
総
本
部
に

は
、
最
近
ま
で
女
性
棋
士
が
か
な

リ
少
な
か
っ
た
。
佃
の
他
に
は
水

つ
ま
い
ね
え

(
6目
半
コ
ミ
出
し
）

●
六

段
佃
亜
紀
子

0
四
段
牛
栄
子

戸
夕
香
墨
一
段
、
穂
村
小
百
合
白

A
で
つ
な
が
る
手
は
残
っ
た

＝
一
段
ら
の
数
人
だ
け
。
と
こ
ろ
が
が
、
地
を
稼
い
だ
と
い
う
主
張

2
0
1
9
年
に
大
森
ら
ん
初
段
は
あ
る
。

が
入
段
し
て
か
ら
、
立
て
続
け
に
白

5
6で
攻
守
逆
転
。
今
度
は

あ
と
3
人
の
女
性
棋
士
が
誕
生
。
中
央
の
黒
が
簿
い
。

す
っ
か
り
に
ぎ
や
か
に
な
っ
勢
い
が
つ
い
た
牛
は
、
黒

5
9

た
。
佃
も
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
に
白

6
0か
ら
6
4と
最
頭
手
段
で

牛
は
白
4
4
の
肩
ツ
キ
か
ら
サ
攻
撃
。
た
だ
、
こ
の
切
断
は
「
少

バ
キ
を
自
指
す
。
取
り
あ
え
ず
し
頭
引
な
気
が
す
る
」
と
坂
口

白
4
8
ま
で
と
顔
を
出
し
た
。
九
段
。
白

6
4で
7
1と
じ
っ
く
リ

白
5
0が
鋭
い
狙
い
だ
っ
た
。
攻
め
る
手
が
坂
口
九
段
の
お
す

「lつ
ま
い
ね
え
」
と
坂
口
隆
一
―
―
す
め
だ
っ
た
。

・
九
段
が
思
わ
ず
口
に
す
る
。
険
し
い
中
盤
戦
へ
。

参
考
図
の
黒
1
な
ら
、
白

2

、
（
大
野

4

で
連
絡
す
る
つ
も
り
だ
。
こ

れ
は
黒
が
面
白
く
な
い
。

佃
は
黒
5
1
を
一
本
利
か
し
て

か
ら
、
黒5
3
、

5
5と
変
化
し
た
。

....... ,' 

持
ち
時
間
各3
時
間

消
費
0
1
時
間3
分

時
間
●
2

時
間
9

分
鉄
平
）
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女流本因坊戦
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《協賛JA共済連共栄火災》
2 3 4 5 6 7 8 9. 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 1

-

『
『

-
1
-
―
―
―
四
五
六
七
八
九
十
十
一
＋
＝
士
―
―
十
匹
去
土
（
＋
七
大
丈

戦
戦
局
譜

回
7
3

本
1

第
第

........ 
7 4 8 同 8 8 3 同
ー一六 四五六
飛銀玉玉歩歩角金

3 

0
3
九
飛
1

0
8
四
飛

0
8
六
歩
4
7

0
8
七
歩
成

0
3
七
飛
成

0
3
穴
龍

·
O
3
一
玉

（
描
し
手87手
）

．
入
玉
を
視
野
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
の

番
組
企
画
「A
B
E
M
Aト
ー

ナ
メ
ン
ト
」
‘
は
、
3
人
一
組
に

よ
る
早
詣
し
の
団
体
戦
が
特
徴

で
フ
ァ
ン
の
人
気
も
高
い
。
団

綸
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る

山
崎
降
之
八
段
は
、
同
世
代
の
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が
、
貴
重
な
機
会
に
あ
り
が
ラ
ス
の
水
を
飲
む
。
一
瞬
も
無

た
い
と
も
思
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
駄
に
し
た
く
な
い
思
い
が
に
じ

個
性
的
な
将
棋
を
摺
す
と
こ
む
。
残
リ
9
分
ま
で
考
え
て
、

ろ
が
、3
人
の
共
通
点
」
と
い
●
6
八
金
と
受
け
て
軌
道
修
正

う
。
序
盤
で
工
夫
を
盛
り
込
を
図
っ
た
。

む
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
新
松
尾
も
●
8
五
歩
へ
の
応
手

手
や
定
跡
の
進
歩
に
貢
献
し
に
悩
ん
だ
。

0
8
二
飛
は
●7

て
、
松
犀
は
升
田
幸
―
―
＿
賞
、
山
二
と
、
と
飛
車
を
追
い
か
け
ら

崎
八
段
は
升
田
幸
＿
―
ー
賞
特
別
れ
て
大
変
。

0
8
六
歩
は
4
7
分

賞
を
受
賞
し
た
。
阿
久
津
八
段
の
長
考
で
、
●
同
金
な
ら

0
3

は
何
で
も
指
し
こ
な
し
、
そ
の
四
飛
が
幸
便
だ
。
佐
々
木
は
●

上
で
工
夫
を
凝
ら
す
の
が
う
ま
8
四
歩
と
飛
車
を
取
っ
て
、
入

い
。
．
玉
を
視
野
に
入
れ
た
。

図
で
佐
々
木
は
少
し
勝
っ
て
（
君
島

い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際

は
類
解
だ
っ
た
。
0
7
八
銀
に

佐
々
木
の
予
定
は
、
飛
車
を
お

と
り
に
す
る
●
7

九
歩
。
だ
が
、


